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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月29日(2008.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【特許請求の範囲】
　【請求項１】　識別情報を可変表示可能な可変表示手段を備え、あらかじめ定められて
いる可変表示の実行条件が成立した後、可変表示の開始条件の成立にもとづいて識別情報
の可変表示を開始し、当該識別情報の可変表示の表示結果が特定の表示結果となったとき
に遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御可能となる遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段からの演出コマンドにもとづいて、識別情報の可変表示に関わる演出
を実行可能な演出手段を制御する演出制御手段と、
　前記遊技制御手段に備えられ、前記識別情報の可変表示の内容および表示結果を事前に
決定する事前決定手段とを備え、
　前記事前決定手段は、前記可変表示の実行条件の成立時に前記識別情報の可変表示の内
容および表示結果の決定に関わる判定の少なくとも一部を行う実行条件成立時判定手段を
含み、
　前記遊技制御手段は、前記実行条件成立時判定手段による判定結果を特定可能な判定結
果コマンドを送信し、
　前記演出制御手段は、前記演出手段による演出に関わる変動データを記憶するとともに
遊技機への電力供給が停止しても所定期間は該記憶内容を保持可能な演出用変動データ記
憶手段と、該演出用変動データ記憶手段に記憶された変動データと判定結果コマンドによ
り特定される判定結果とにもとづいて所定の演出を行うか否かを決定する演出決定手段と
を含み、
　前記演出制御手段は、前記演出決定手段により、前記所定の演出を行う旨が決定された
とき、前記実行条件成立時判定手段により判定された実行条件の成立にもとづく可変表示
の開始条件が成立する以前に、前記所定の演出を前記演出手段を用いて実行する
　ことを特徴とする遊技機。
　【請求項２】　遊技制御手段は、実行条件成立時判定手段の判定結果が所定の結果であ
ることを条件に判定結果コマンドを送信する
　請求項１記載の遊技機。
　【請求項３】　識別情報の表示結果が特定の表示結果のうち特別の表示結果となったこ
とを条件に表示結果が特定遊技状態となる確率が向上された特別遊技状態に制御可能であ
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って、
　所定の更新タイミングで更新される特定遊技状態判定用数値データを備え、
　事前決定手段は、可変表示の実行条件の成立時に抽出した特定遊技状態判定用数値デー
タが予め定められている判定条件に合致したときに、識別情報の表示結果を特定の表示結
果とする決定を行うとともに、前記特別遊技状態において前記判定条件を変更する判定条
件変更手段を含み、
　実行条件成立時判定手段による判定は、特定遊技状態判定用数値データが前記判定条件
変更手段による変更前の判定条件と変更後の判定条件とのうちいずれの判定条件について
合致しているかの判定を含み、
　遊技制御手段は、抽出した特定遊技状態判定用数値データが前記判定条件変更手段によ
る変更前の判定条件と変更後の判定条件とのうちいずれの判定条件について合致している
かの判定結果を特定可能な判定結果コマンドを送信する
　請求項１または請求項２記載の遊技機。
　【請求項４】　演出決定手段は、演出用変動データ記憶手段に記憶されている演出に関
わる変動データと判定結果コマンドにより特定される判定結果とにもとづいて所定の演出
の選択割合が相異なる複数の演出テーブルからいずれか一つの演出テーブルを選択し、選
択した演出テーブルを用いて前記所定の演出を実行するか否かを決定する
　請求項１から請求項３のうちいずれかに記載の遊技機。
　【請求項５】　演出用変動データ記憶手段が記憶する変動データは日時データを含み、
　演出決定手段は、前記日時データにもとづいて、遊技制御手段から判定結果コマンドが
送信された時点での時節に関連する所定の演出を行うか否かを決定する
　請求項４記載の遊技機。
　【請求項６】　演出用変動データ記憶手段が記憶する変動データは演出手段が実行した
演出の履歴に関する演出履歴データを含み、
　演出決定手段は、遊技制御手段から判定結果コマンドが送信されたときに前記演出履歴
データにもとづいて所定の演出を行うか否かを決定する
　請求項４記載の遊技機。
　【請求項７】　演出制御手段は、演出手段が演出を実行中に遊技機への電力供給が停止
し電力供給が再開されたときには、演出用変動データ記憶手段に記憶されている演出に関
わる変動データにもとづいて、電力供給が停止した時点の状態から演出制御を再開するこ
とが可能である
　請求項１から請求項６のうちいずれかに記載の遊技機。
　【請求項８】　遊技制御手段は、遊技機への電力供給が停止し電力供給が再開されたと
きに、電力供給再開を示すコマンドを送信可能であり、
　前記演出制御手段は、前記遊技制御手段から前記コマンドが送信されたことを条件に演
出制御を再開する
　請求項７記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１２】
　　【課題を解決するための手段】
　本発明による遊技機は、識別情報を可変表示可能な可変表示手段（例えば可変表示装置
９、図４１に示す可変表示手段９ａ）を備え、あらかじめ定められている可変表示の実行
条件（例えば、遊技領域に設けられた入賞領域への入賞があったときに成立する条件）が
成立した後、可変表示の開始条件（例えば、前回の特別図柄の可変表示が終了したときに
成立する条件）の成立にもとづいて識別情報の可変表示を開始し、当該識別情報の可変表
示の表示結果が特定の表示結果（例えば左中右が同一の図柄となった場合）となったとき
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に遊技者にとって有利な特定遊技状態（例えば大当り遊技状態）に制御可能となる遊技機
であって、遊技の進行を制御する遊技制御手段（例えば、ＣＰＵ５６、図４１に示す遊技
制御手段５６１）と、遊技制御手段からの演出コマンドにもとづいて、識別情報の可変表
示に関わる演出（例えば、識別情報の可変表示演出や、識別情報の可変表示の実行中に当
該可変表示に関連して実行される演出などの各種の演出を含む概念である。）を実行可能
な演出手段（例えば、可変表示装置９、発光体、スピーカ２７、図４１に示す演出手段８
０２）を制御する演出制御手段（例えば、表示制御用ＣＰＵ１０１、ランプ制御用ＣＰＵ
３５１、音制御用ＣＰＵ７０１、図４１に示す演出制御手段８０１）と、遊技制御手段に
備えられ、識別情報の可変表示の内容（例えば、可変表示中の変動表示の内容）および表
示結果を事前（例えば可変表示を開始するための処理を行う前）に決定する事前決定手段
（例えば、ＣＰＵ５６、図４１に示す事前決定手段５６２）とを備え、事前決定手段は、
可変表示の実行条件の成立時に識別情報の可変表示の内容および表示結果の決定に関わる
判定の少なくとも一部（例えば、大当りとするかの判定、リーチとするかの判定）を行う
実行条件成立時判定手段（例えば、ＣＰＵ５６、図４１に示す実行条件成立時判定手段５
６２ａ）を含み、遊技制御手段は、実行条件成立時判定手段による判定結果を特定可能な
判定結果コマンド（例えば入賞時判定結果コマンド）を送信し、演出制御手段は、演出手
段による演出に関わる変動データ（例えば時計・カレンダーのデータ、予告の実行累積回
数、表示制御プロセスフラグ、入賞時判定結果情報）を記憶するとともに遊技機への電力
供給が停止しても所定期間は記憶内容を保持可能な演出用変動データ記憶手段（例えばＲ
ＡＭ１０４の電源バックアップＲＡＭ領域、図４１に示す演出用変動データ記憶手段８０
２ａ）と、演出用変動データ記憶手段に記憶された変動データと判定結果コマンドにより
特定される判定結果とにもとづいて所定の演出（例えば予告演出、事前予告演出）を行う
か否かを決定する演出決定手段（例えば、表示制御用ＣＰＵ１０１、ランプ制御用ＣＰＵ
３５１、音制御用ＣＰＵ７０１、図４１に示す演出決定手段８０１ｂ）とを含み、演出制
御手段は、演出決定手段により、所定の演出を行う旨が決定されたとき、実行条件成立時
判定手段により判定された実行条件の成立にもとづく可変表示の開始条件が成立する以前
（例えば、ある入賞にもとづく可変表示処理が開始される前。具体的には、例えばその入
賞より前の入賞にもとづく可変表示処理時。）に、所定の演出を演出手段を用いて実行す
ることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　識別情報の表示結果が特定の表示結果のうち特別の表示結果となったことを条件に表示
結果が特定遊技状態となる確率が向上された特別遊技状態（例えば確変状態）に制御可能
であって、所定の更新タイミングで更新される特定遊技状態判定用数値データ（例えば大
当り判定用乱数）を備え、事前決定手段が、可変表示の実行条件の成立時に抽出した特定
遊技状態判定用数値データが予め定められている判定条件（例えば図１５のステップＳ４
５ａやステップＳ４５ｂに示す数値であるか）に合致したときに、識別情報の表示結果を
特定の表示結果とする決定を行うとともに、特別遊技状態において判定条件を変更する判
定条件変更手段（例えばＣＰＵ５６）を含み、実行条件成立時判定手段による判定は、特
定遊技状態判定用数値データが判定条件変更手段による変更前の判定条件（例えば非確変
時の判定条件）と変更後の判定条件（例えば確変時の判定条件）とのうちいずれの判定条
件について合致しているかの判定（例えばステップＳ４５ａおよびステップＳ４５ｂの判
定）を含み、遊技制御手段は、抽出した特定遊技状態判定用数値データが判定条件変更手
段による変更前の判定条件と変更後の判定条件とのうちいずれの判定条件（例えば確変時
の判定条件と非確変時の判定条件とのいずれか）について合致しているかの判定結果を特
定可能な判定結果コマンドを送信するように構成されていてもよい。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　演出用変動データ記憶手段が記憶する変動データは日時データ（月日および時刻を示す
データ）を含み、演出決定手段が、日時データにもとづいて、遊技制御手段から判定結果
コマンドが送信された時点での時節（季節や時刻）に関連する所定の演出（例えば季節予
告や時刻予告）を行うか否かを決定するように構成されていてもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　演出用変動データ記憶手段が記憶する変動データは演出手段が実行した演出の履歴に関
する演出履歴データ（例えば予告１実行累積回数～予告４実行累積回数，季節予告実行累
積回数，時刻予告累積実行回数）を含み、演出決定手段が、遊技制御手段から判定結果コ
マンドが送信されたときに演出履歴データにもとづいて所定の演出を行うか否かを決定す
る（例えば、コマンド解析処理にて、入賞時判定結果コマンド受信時に、ステップＳ８２
１ｅ、ステップＳ８２１ｇ、ステップＳ８２１ｈ、ステップＳ８２１ｋ、ステップＳ８２
１ｍ、ステップＳ８２１ｎにて実行される、事前予告演出の選択率が高確率に設定されて
いる予告選択テーブルまたは低確率に設定されている予告選択テーブルを選択する処理な
どの処理によって決定する。）。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　遊技制御手段が、遊技機への電力供給が停止し電力供給が再開されたときに、電力供給
再開を示すコマンド（例えば復旧コマンド）を送信可能であり（例えばステップＳ８１，
Ｓ８２の処理を実行）、演出制御手段が、遊技制御手段からコマンドが送信されたことを
条件に演出制御を再開する（例えばステップＳ７０８，Ｓ７０９の処理）ように構成され
ていてもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【０３１４】
　　【発明の効果】
　以上のように、請求項１記載の発明では、事前決定手段は、可変表示の実行条件の成立
時に識別情報の可変表示の内容および表示結果の決定に関わる判定の少なくとも一部を行
う実行条件成立時判定手段を含み、遊技制御手段が、実行条件成立時判定手段による判定
結果を特定可能な判定結果コマンドを送信し、演出制御手段が、演出手段による演出に関
わる変動データを記憶するとともに遊技機への電力供給が停止しても所定期間は記憶内容
を保持可能な演出用変動データ記憶手段と、演出用変動データ記憶手段に記憶された変動
データと判定結果コマンドにより特定される判定結果とにもとづいて所定の演出を行うか
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否かを決定する演出決定手段とを含み、演出制御手段が、演出決定手段により、所定の演
出を行う旨が決定されたとき、実行条件成立時判定手段により判定された実行条件の成立
にもとづく可変表示の開始条件が成立する以前に、所定の演出を演出手段を用いて実行す
ることを特徴とするので、遊技機への電力供給が停止しても所定期間は変動データが保持
されているので、保持された演出手段による演出に関わる変動データを加味した多彩な演
出を行うことができるという効果を有する。また、可変表示の実行条件成立時に行われた
判定の結果にもとづく所定の演出を実行する構成とした場合における遊技制御手段の制御
負担が軽減される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１６】
　請求項３記載の発明では、識別情報の表示結果が特定の表示結果のうち特別の表示結果
となったことを条件に表示結果が特定遊技状態となる確率が向上された特別遊技状態に制
御可能であって、所定の更新タイミングで更新される特定遊技状態判定用数値データを備
え、事前決定手段は、可変表示の実行条件の成立時に抽出した特定遊技状態判定用数値デ
ータが予め定められている判定条件に合致したときに、識別情報の表示結果を特定の表示
結果とする決定を行うとともに、特別遊技状態において判定条件を変更する判定条件変更
手段を含み、実行条件成立時判定手段による判定は、特定遊技状態判定用数値データが判
定条件変更手段による変更前の判定条件と変更後の判定条件とのうちいずれの判定条件に
ついて合致しているかの判定を含み、遊技制御手段は、抽出した特定遊技状態判定用数値
データが判定条件変更手段による変更前の判定条件と変更後の判定条件とのうちいずれの
判定条件について合致しているかの判定結果を特定可能な判定結果コマンドを送信するよ
うに構成されているので、特別遊技状態であるときの判定条件で判定されたときと特別遊
技状態でないときの判定条件で判定されたときとで別々の所定の演出を行うことができる
。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１８】
　請求項５記載の発明では、演出用変動データ記憶手段が記憶する変動データは日時デー
タを含み、演出決定手段は、日時データにもとづいて、遊技制御手段から判定結果コマン
ドが送信された時点での時節に関連する所定の演出を行うか否かを決定するように構成さ
れているので、遊技者に対して季節や時刻に応じた感覚を持たせることができ遊技の興趣
を増加させることができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１９】
　請求項６記載の発明では、演出用変動データ記憶手段が記憶する変動データは演出手段
が実行した演出の履歴に関する演出履歴データを含み、演出決定手段は、遊技制御手段か
ら判定結果コマンドが送信されたときに演出履歴データにもとづいて所定の演出を行うか
否かを決定するように構成されているので、所定の演出を行うか否かが過去の演出履歴に
よって影響を受けることとなり、履歴が演出に反映されるため、遊技の興趣を向上させる
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ことができるようになる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２１】
　請求項８記載の発明では、遊技制御手段が、遊技機への電力供給が停止し電力供給が再
開されたときに、電力供給再開を示すコマンドを送信可能であり、演出制御手段は、遊技
制御手段からコマンドが送信されたことを条件に演出制御を再開する構成とされているの
で、演出制御手段による演出の再開時期と遊技制御手段による制御の再開の時期とを同期
させることができる。
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